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「
慰
安
婦
問
題
」
に
つ
い
て
の
米
下
院
決
議
と
安
倍
首
相
の
謝
罪
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
下
院
は
七
月
三
〇
日
の
本
会
議
で
、
「
慰
安
婦
問
題
」
に
つ
い
て
日
本
政
府
が
歴
史
的
責
任
を
認
め
、
公
式
に
謝
罪
す
る

よ
う
求
め
る
決
議
を
採
択
し
た
。
決
議
は
、
「
旧
日
本
軍
が
若
い
女
性
に
性
的
な
奴
隷
状
態
を
強
制
し
た
歴
史
的
な
責
任
」
を

日
本
政
府
が
「
明
確
な
形
で
公
式
に
」
認
め
、
日
本
の
首
相
が
謝
罪
声
明
を
出
す
よ
う
求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
安
倍
首
相
は
、
七
月
三
一
日
、
「
私
の
考
え
、
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
は
四
月
に
訪
米
し
た
際
に
説
明
を
し
て
き
た
」

「
こ
れ
か
ら
も
よ
く
米
側
に
対
し
て
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
」
と
述
べ
た
。

安
倍
首
相
は
決
議
が
採
択
さ
れ
る
以
前
の
三
月
五
日
、
「
米
下
院
外
交
委
員
会
の
決
議
案
は
客
観
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
な

い
。
決
議
が
あ
っ
て
も
謝
罪
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

安
倍
首
相
は
、
「
旧
日
本
軍
が
若
い
女
性
に
性
的
な
奴
隷
状
態
を
強
制
し
た
」
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
に
は
「
歴
史

的
な
責
任
」
が
あ
る
と
考
え
る
か
。
責
任
が
あ
る
、
な
い
で
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
う
考
え
る
根
拠
も
併
せ
て
示
さ
れ

た
い
。

二

安
倍
首
相
は
、
「
米
下
院
外
交
委
員
会
の
決
議
案
は
客
観
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
な
い
」
と
考
え
る
か
。
基
づ
い
て
い
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る
、
い
な
い
で
答
弁
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
う
考
え
る
根
拠
も
併
せ
て
示
さ
れ
た
い
。

三

安
倍
首
相
は
、
米
下
院
の
決
議
に
応
え
て
、
「
旧
日
本
軍
が
若
い
女
性
に
性
的
な
奴
隷
状
態
を
強
制
し
た
歴
史
的
な
責

任
」
に
つ
い
て
公
式
に
謝
罪
す
る
意
志
は
あ
る
か
。
意
志
が
あ
る
、
な
い
で
答
弁
さ
れ
た
い
。

四

二
〇
〇
七
年
八
月
七
日
現
在
の
政
治
的
判
断
と
し
て
、
明
確
で
公
式
な
謝
罪
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
河
野
官
房
長
官
談

話
」
を
閣
議
決
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
あ
ら
た
め
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
す
べ
き
で
な
い
と
判
断
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


